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内容の要旨および審査の結果の要旨
皮膚科領域では中波長紫外線（UVB）照射は乾癬に対する有効な治療法として用いられていたが，ＵＶ
Ｂにより惹起されるDNA損傷が発癌に重要な役割を果たすことが示唆されてから，UVBの表皮細胞動態
に及ぼす影響が再検討されてきた。これまで，UVBは照射後数時間のDNA合成および核分裂の減少とそ
の後のDNA合成および核分裂の増加を誘導すると報告されているが，細胞周期時間に及ぼす影響に関す
る情報はなかった。そこで本研究では，分裂像標識百分率（percentageoflabeledmitoses,ＰＬＭ）
法を用いてUVB照射後の白色モルモット表皮における細胞動態の変動，特に細胞周期時間の変化を検討
した。UVBの照射量は最小紅斑量の1.5倍量（0.5J／cnf）とし，照射１時間後にbromodeoxyuridineによ
るパルス標識を行い，標識の121時間後まで経時的に検索した。成績の要約は次のとおりである。
１．照射部表皮では標識細胞数はパルス標識の25時間後約２倍になり，その後も徐々に増加したが，７３時
間後以降減少した。非照射部表皮（対照）では標識細胞数は19時間後約２倍になり，その後やや増加し
たのち121時間後までほとんど変動を示さなかった。
２．照射部表皮では標識細胞は時間の経過とともに基底層から上方へ移動し，最上位標識細胞は61時間後
に最上層に到達したが，対照では121時間後でも最上層に達した標識細胞は認められなかった。
３．照射部表皮からのPLMカーブでは15時間後と35時間後にピークがみられ，細胞周期時間は約20時間
と推定されたが，対照における細胞周期時間は約56時間と推定された。
以上の成績から，UVB照射は表皮細胞の細胞周期時間を短縮させることが明らかにされた。また，ＵＶ
Ｂ照射による細胞周期時間の短縮は主にＧ１期通過時間の短縮によるものと推測された。さらに，UVB照
射は表皮マルピギー層の通過時間を短縮させることが示唆された。したがって，表皮の種子細胞の細胞周
期時間と分裂後の細胞のマルピギー層通過時間の和として算定される表皮マルピギー層の回転置換時間
(turnovertime）もUVB照射により短縮するものと推測された。
本研究は，ｉｎｖｉｖｏ実験で表皮細胞の細胞周期時間に及ぼすUVBの影響を解明したものであり，皮膚
科学的光生物学に寄与する労作と評価された。
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